
日刊建設通信新聞17年10月　31（火）

8㈱点のイラスト苫疑似体験
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『
施
工
が
わ
か
る
イ
ラ
ス
ト
建
築
生
産
入
門
』
発
刊

日
本
建
設
莱
連
合
会
の
建
築
生
産

委
員
会
（
蔦
町
守
弘
委
員
昌
は
、

⊥
つ
の
建
築
物
の
着
工
か
ら
完
成
、
l

維
持
・
保
全
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
実

践
に
基
づ
い
た
ス
ト
ー
リ
ー
仕
立
て

で
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
『
施
工

が
わ
か
る
イ
ラ
ス
ト
建
築
生
産
入

門
』
を
発
刊
し
だ
。
8
0
0
点
超
の

イ
ラ
ス
ト
を
中
心
に
規
場
の
リ
ア
ル

を
凝
縮
し
、
読
む
だ
け
で
疑
似
体
験

で
き
る
内
容
を
心
掛
け
だ
。
編
集
の

中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
同
委
員
金

運
　
の
末
谷
宗
一
施
工
部
会
長
は
、
「
現

建
　
場
の
魅
力
を
埋
め
込
み
な
が
ら
、
品

田
　
質
問
題
や
企
業
の
社
会
的
役
割
と
い

が
、
・
図
版
や
軍
費
よ
り
も
文
字
が
多

く
、
著
者
に
と
っ
て
難
解
な
部
分
も

多
い
こ
と
か
ら
、
「
現
場
で
何
を
や
っ

て
い
る
か
が
手
に
取
る
よ
う
に
分
か

る
」
（
木
谷
部
会
長
）
こ
と
に
こ
だ
わ

り
作
成
す
る
こ
と
に
し
た
。

入
門
は
、
▽
建
築
生
産
の
し
く
み

▽
着
工
か
ら
竣
工
ま
で
▽
維
持

全
・
・
改
修
工
事
▽
解
体
　
－
　
の
4
部

っ
だ
ト
ピ
ッ
ク
も
散
り
ば
め
て
い
構
成
で
、
架
空
の
ビ
ル
を
モ
デ
ル
に
、

る
∵
本
誌
専
門
学
校
の
学
生
、
ゼ
そ
の
現
場
で
働
く
ゼ
ネ
コ
ン
と
専
門

ネ
コ
ン
の
新
人
教
育
に
役
立
つ
内
容
工
昏
業
者
が
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組

に
な
っ
て
い
る
」
と
説
明
す
る
∵
∴
み
を
時
系
列
で
解
説
し
て
い
る
。

編
集
に
当
た
っ
て
ば
、
も
の
つ
く
　
本
文
で
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
関

り
大
学
と
異
同
で
企
画
を
手
掛
け
、
達
キ
ー
ワ
ー
ド
は
巻
末
に
ま
と
め
て

施
工
部
会
の
ワ
」
キ
ン
グ
豊
橋
的
い
る
。
稽
緻
な
イ
ラ
ス
ト
は
イ
ラ
ス

．
な
作
業
を
進
め
た
。
大
学
な
ど
の
教
ト
レ
ー
ク
ー
の
川
崎
一
雄
氏
が
担
当

育
機
関
で
は
、
各
専
門
分
野
の
内
容
し
た
。
書
籍
は
A
4
判
2
0
8
㌻
で

を
分
か
り
や
す
く
理
解
で
き
る
よ
う
価
格
は
8
2
0
0
円
（
税
別
）

に
工
夫
し
た
教
科
蕾
が
多
数
あ
る
国
杜
か
ら
壁
兜
す
る
。


